
　
　
　

感
染
症
に
よ
る
分
散
避
難

場
所
の
備
品
配
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

避
難
待
機
所
と

な
る
公
民
館
等
で
区
・
自
治
会
が

そ
の
活
用
に
取
組
ん
で
い
た
だ
け

る
な
ら
ば
、
市
の
保
有
す
る
備
蓄

品
を
配
備
す
る
よ
う
対
応
す
る
。

　
　
　

本
市
バ
ス
交
通
網
を
維
持

す
る
た
め
の
方
策
は
。

　
　
　
　

バ
ス
車
内
の
感
染
防
止

支
援
や
路
線
バ
ス
無
料
の
日
を
設

定
し
、
市
民
の
積
極
的
な
乗
車
を

促
し
公
共
交
通
を
将
来
に
向
け
守

り
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

　
　
　

JR
大
住
駅
舎
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
進
捗
は
。

　
　
　
　
　
　

北
側
改
札
口
を
設

け
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
す
る
。

　
　
　

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

実
施
時
期
を
明
確
に
示
す
べ
き
。

　
　
　
　
　

令
和
６
年
４
月
か
ら

の
実
施
に
向
け
最
大
限
努
力
す
る
。

　
　
　

竜
王
こ
ど
も
の
王
国
の
運

営
は
民
間
活
力
を
導
入
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　

民
間
の
ア
イ
デ
ア

も
活
か
し
、
時
代
に
対
応
し
た
施

設
運
営
の
見
直
し
を
進
め
る
。

　
　
　

市
政
協
力
員
制
度
廃
止
に

伴
い
自
治
会
組
織
の
あ
り
方
と
市

職
員
と
の
日
常
連
携
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　

快
適
な
住
環
境
を

構
築
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
が
連
携
し
地
域
づ
く
り
の
担
い

手
を
増
や
す
組
織
を
目
指
す
。
職

員
の
関
わ
り
方
は
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

文
化
祭
開
催
な
ど
、
市
の

イ
ベ
ン
ト
を
近
鉄
新
田
辺
駅
前
広

場
の
活
用
で
賑
わ
い
創
造
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　

市
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
の
実
現
に
向
け
地
元
支
援

を
実
施
す
る
。

　
　
　

市
有
施
設
の
受
益
者
負
担

の
基
本
的
な
考
え
を
整
理
す
べ
き
。

　
　
　
　

適
宜
見
直
し
を
行
う
。

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
開
始
は

答
令
和
６
年
４
月
開
始
に
努
め
る

菊
川
　
和
滋
　
議
員

（ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺 

）

JR大住駅北側
（令和２年9月14日撮影）

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
。 

○
市
事
業
や
市
民
生
活
、

市
内
業
者
へ
の
影
響
と
対
策
。 
○

救
急
・
保
育
・
介
護
従
事
者
に
定

期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
。

　
　
　
　
　
　

○
今
後
、
市
税
が

減
少
し
財
政
が
厳
し
く
な
る
。
各

事
業
の
優
先
順
位
を
定
め
、
事
務

事
業
の
見
直
し
で
経
費
を
削
減
。

　
　
　
　
　
　
　
　

○
令
和
２
年

４
〜
７
月
の
生
活
保
護
申
請
は
24

件
で
昨
年
比
５
件
減
。
一
方
、
社

協
の
緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
で

市
社
協
へ
の
申
請
者
数
は
２
年
８

月
末
現
在
２
７
５
人
。
市
民
生
活

へ
の
影
響
は
継
続
と
認
識
。
必
要

な
方
が
各
種
制
度
利
用
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
す

る
。 

○
市
単
独
で
は
難
し
い
が
、

国
や
府
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
、

市
に
求
め
ら
れ
る
部
分
に
は
対
応
。

　
　
　
　
　
　
　
　

○
広
範
囲
の

業
種
で
厳
し
い
。
今
後
も
商
工
会

と
連
携
、
必
要
な
施
策
を
講
じ
る
。

　
　
　

本
市
に
居
住
・
通
勤
・
通

学
さ
れ
る
外
国
人
は
増
え
て
い
る
。

災
害
時
に
多
言
語
支
援
が
で
き
る

よ
う
体
制
の
整
備
と
、
国
か
ら
の

補
助
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
養
成
し

て
多
文
化
共
生
を
進
め
よ
。
ま
た
、

現
実
的
な
訓
練
の
実
施
を
。

　
　
　
　
　
　
　

２
年
２
月
に
外

国
人
の
方
を
含
め
、
関
係
団
体
か

ら
約
60
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
災

害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
訓
練
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

市
職
員
に
は
易
し
い
日
本
語
研
修

を
実
施
。
２
年
３
月
に
は
災
害
時

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
。
今

後
、
重
要
性
が
増
大
す
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
、
訓
練
も
含
め
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
各
種
事
業

を
通
じ
て
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

災
害
時
に
多
言
語
支
援
を

答
体
制
の
整
備
に
努
め
る

南
部
　
登
志
子
　
議
員

（ 

無 

会 

派 

）

災害多言語支援センター
設置・運営訓練の様子

問問問問問

問

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
震
源
地
（
エ
ピ
セ
ン

タ
ー
）
を
明
確
に
し
、
そ
の
地
域

の
住
民
や
事
業
所
の
在
勤
者
全
体

に
対
し
て
、
網
羅
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
「
面
」
で
行
い
、
感
染
拡
大

を
抑
止
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
も
国
や

府
の
動
向
に
注
視
し
、
感
染
拡
大

防
止
に
協
力
す
る
。

　
　
　

ど
こ
が
感
染
震
源
地
な
の

か
を
、
住
民
が
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
自
治
体
ご
と
の
感
染

状
況
（
検
査
数
・
陽
性
率
）
の
情

報
を
開
示
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　

感
染
症
数
や

検
査
数
な
ど
府
の
状
況
を
府
Ｈ
Ｐ

等
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

医
療
機
関
、
介
護
施
設
、

福
祉
施
設
、
保
育
所
・
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
に
勤
務
す
る
職
員
等
へ

の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　

検
査
の
実
施

は
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
人
を
起

点
と
し
て
、
感
染
の
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
濃
厚
接
触
者
を

中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

検
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と

な
っ
た
陽
性
者
を
保
護
・
治
療
す

る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を

は
じ
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
医
療
機
関

の
減
収
補
償
な
ど
財
政
的
支
援
を

国
の
責
任
で
行
う
こ
と
を
求
め
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

国
に
お
い
て

適
切
に
対
応
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　

い
つ
で
も
安
心
し
て
医
療

的
ケ
ア
児
が
普
通
学
校
に
通
え
る

よ
う
、
学
校
看
護
師
を
配
置
（
巡

回
制
度
）
す
べ
き
。

　
　
　
　
　

必
要
と
な
る
医
療
的

ケ
ア
の
内
容
に
よ
り
、
看
護
師
ま

た
は
支
援
員
の
配
置
を
進
め
る
。

学
校
看
護
師
の
配
置
を

答
学
校
看
護
師
の
配
置
を
進
め
る

岡
本
　
亮
一
　
議
員

（ 

共 

産 

党 

）

国の医療的ケア児の推移

　
　
　

職
員
感
染
に
よ
り
「
安
心

ま
ち
づ
く
り
室
」
な
ど
６
課
51
人

が
業
務
停
止
し
た
。
こ
の
間
、
災

害
が
起
こ
れ
ば
建
設
部
が
対
応
す

る
と
い
う
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る

か
ら
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
早
々
と
自
宅
研
修
に
し
た
こ

と
で
士
気
が
下
が
っ
た
。
民
間
企

業
は
、
経
費
を
削
減
し
て
い
る
が
、

休
暇
中
の
職
員
へ
の
交
通
費
全
額

支
給
は
お
か
し
い
。ま
た
、保
育
士
、

消
防
士
、
甘
南
備
園
職
員
、
教
員
、

社
協
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
職
員
に
も
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
定
期
的
に
実
施
さ
せ

よ
。
市
民
が
検
査
を
す
る
と
き
に

は
、
費
用
の
補
助
を
す
る
べ
き
だ
。

さ
ら
に
市
役
所
玄
関
に
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
設
置
せ
よ
。

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
２
月
以

降
、
７
回
の
服
務
通
達
を
市
長
か

ら
全
職
員
に
出
し
、
職
員
意
識
の

改
革
に
努
め
て
い
る
。
サ
ー
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
は
購
入
し
た
が
、
熱
の

あ
る
方
が
来
て
も
拒
む
こ
と
は
出

来
な
い
。
常
時
設
置
は
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

希
望
者
へ
の

自
己
検
査
に
つ
い
て
は
国
の
検
討

の
状
況
を
見
守
り
取
組
む
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
こ
そ

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
遵
守
し
教

育
に
取
組
む
べ
き
。
一
斉
休
校
は
、

教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
だ
。

国
連
・
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
は

２
年
４
月
に
子
ど
も
の
権
利
条
約

を
守
る
よ
う
声
明
を
出
し
た
。

　
　
　
　
　

全
て
の
権
利
が
保
障

さ
れ
て
い
る
最
た
る
場
所
が
学
校

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

休
校
の
説
明
も
せ
ず
、
子

ど
も
の
意
見
を
聞
か
ず
修
学
旅
行

も
な
く
な
っ
た
。
子
ど
も
の
意
見

表
明
権
や
、
学
ぶ
権
利
を
奪
っ
て

お
い
て
よ
く
言
え
る
。

　
　
　
　
（
時
間
切
れ
答
弁
な
し
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
策
を

答
2
月
以
降
7
回
の
通
達
で
対
応

次
田
　
典
子
　
議
員

（ 

市
民
・
女
性
の
会 

）

京田辺市役所

問問問問

問問問問

問問 問問

ア

イ

ア

アア

イ 危
機
管
理
監

市
長

建
設
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

危
機
管
理
監

経
済
環
境
部
長

市
民
部
長

市
民
部
長

経
済
環
境
部
長

教
育
長

理
事

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
長

教
育
長

答
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